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昭
和
四
十
五
年
度
予
算
案

総
額
十
四
億
七
千
万
円

　
昭
和
四
十
五
年
度
予
算
案
そ
の
他

に
つ
い
て
、
柑
山
†
日
町
市
長
は
、
去

る
十
七
目
記
著
会
見
で
地
方
自
治
本

来
の
使
命
で
あ
る
市
民
生
活
の
向
上

福
祉
の
増
進
を
は
か
り
、
あ
く
ま
で

健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
①
減

税
、
②
人
間
尊
重
の
施
策
、
③
総
合

農
政
、
④
市
道
整
備
、
⑤
又
教
施
設

の
整
傭
の
五
項
目
を
重
点
と
す
る
予

算
案
を
明
ら
か
に
し
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
．
明
年
度
の

予
算
編
成
は
、
各
課
か
ら
提
出
さ
れ

た
要
求
額
に
つ
い
て
市
長
査
定
が
行

な
わ
れ
た
結
果
、
総
額
は
約
十
四
億

七
千
万
円
で
、
三
月
の
予
算
市
譲
会

に
提
出
さ
れ
、
審
麟
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
建
設
省
都
而
計
画
課
が
所
管

す
る
防
雪
都
市
溝
想
が
、
い
よ
い
よ

具
依
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
翁
り
、
全

国
で
米
沢
と
十
日
町
の
二
ヵ
所
が
防

雪
モ
デ
、
ル
都
而
に
内
定
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
．

明
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

市
民
会
舘
建
設
な
ど

〔
才
入
〕

　
市
民
税
（
所
得
割
）
の
税
率
を
現

行
の
一
・
四
を
一
e
三
に
さ
げ
、
四

十
六
年
度
は
標
準
税
率
の
一
・
○
に

し
た
い
。
四
十
四
年
度
現
圧
に
布
い

て
キ
百
三
十
七
万
九
千
円
の
減
、
四

十
五
年
度
（
見
込
予
算
）
は
千
三
百

万
円
の
滅
と
な
り
ま
す
。

【
才
出
」

　
総
務
費
で
は
、
市
民
会
舘
の
建
設

民
牛
費
は
、
敬
老
祝
金
、
ね
た
き
り

老
人
見
舞
金
、
児
童
手
当
、
心
身
障

害
児
な
ど
の
ほ
か
、
下
条
保
育
所
建

設
、
出
稼
ぎ
対
策
な
ど
が
あ
り
ま
す

農
林
水
産
業
費
は
．
稲
作
付
減
反
な

ど
を
は
じ
め
、
農
政
の
転
換
期
に
あ

た
り
、
抜
本
的
対
策
研
究
が
必
．
要
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
事
業
と
し
ま

し
て
は
、
土
地
基
盤
整
備
、
苗
場
山

麓
開
拓
推
進
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す

土
木
費
は
、
市
道
改
良
、
橋
架
建
設

寿
町
北
公
園
造
成
な
ど
で
す
。
教
育

費
は
、
中
条
小
学
校
屋
体
．
水
沢
小

ハ
シ

チ
、

ゴ
車
を
配
置

十
日
町
消
防
署

囎
寵
饗

騨
　
　
　
　
　
　
　
ン
一
？

　
　
十
日
町
消
防
署
に
、
こ
の
ほ

　ど

届
折
ハ
シ
ゴ
付
（
十
五
麿
）

　
消
防
ポ
ン
ブ
自
動
車
一
台
が
配

置
さ
れ
ま
し
た
。
価
格
は
九
勇

　
二
十
五
万
円
で
、
最
近
近
代
建

蘭
築
の
三
、
四
階
ビ
ル
が
相
当
市

内
に
も
建
て
ら
れ
は
じ
め
た
た

め
の
ハ
シ
ゴ
車
の
購
入
と
な
っ

畑

た
も
の
で
す
。

　
こ
の
ハ
シ
ゴ
車
は
市
役
所
の

宙
庫
に
常
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
去
月
三
十
日
入
魂
式
を
行

な
い
、
た
だ
い
ま
署
員
が
取
扱

い
の
訓
練
脅
実
施
し
て
い
ま

す
．

雛
鐸
魏
難
篶
齢
騙
羅
羅
欝

案
の
内
容
で
す
が
，
よ
り
効
果
的
な
一
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
で
、
四
十
五

予
算
の
実
打
に
努
ヵ
す
る
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
が
必
・

要
と
い
う
こ
と
で
す
。

防
雪
モ
テ
ル
都
市
に
つ
い
て

年
度
は
、
百
五
ヤ
万
円
の
調
査
費
を

計
上
し
、
こ
れ
か
ら
調
査
に
入
り
ま

す
が
県
で
は
こ
の
た
め
十
日
町
市
に

量
垂
地
難
癬
鰹
椴
置
す
る
よ
う
要
請

速
達
は
午
後

5
時
ま
で

　
　
　
　
郵
便
物
メ
切
時
問

　
　
　
　
変
わ
る

　
国
鉄
飯
山
線
の
一
部
不
通
に
伴
い

当
局
の
郵
便
物
の
運
送
が
従
来
と
こ

と
な
り
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
と
な
り
、

郵
便
物
の
〆
切
時
刻
を
、
つ
ぎ
の
と

お
り
変
更
し
ま
し
た
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
◎

1
、
愛
知
、
三
重
．
岐
阜
、
山
梨
、

　
長
野
、
静
岡
の
各
県
⑯
よ
び
関
東

　
方
面
を
の
ぞ
く
地
域
あ
て
郵
便
物

　
は
、
な
る
べ
く
速
達
で
お
出
し
く

　
だ
さ
い
．
　
（
書
留
の
場
合
は
書
留

速
達
）

2
、
愛
知
、
三
重
、
岐
購
、
田
梨
、

高
場
山
と
二
五
三
号
線
の

年
内
完
成
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
会
議
総
会
運
動
方
針

　
　
【
交
通
を
確
保
し
孤
立
を
防
ぐ
市

民
会
議
一
の
第
一
回
総
会
は
、
去
る
十

八
日
午
後
二
時
か
ら
商
工
福
止
会
舘

で
、
商
工
、
企
業
別
組
合
、
地
区
組
織

な
ど
市
民
代
表
三
↑
名
が
集
ま
り
、

市
民
会
議
の
名
称
、
構
成
員
な
ら
び

に
役
員
の
確
認
に
つ
い
て
承
認
し
た

あ
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
昭
和
四
十
五

圧
度
の
運
動
万
針
を
決
め
て
閉
会
し

ま
し
た
．

1
、
緊
急
に
対
策
を
要
す
る
事
項

①
雪
峠
線
の
二
車
線
纏
撮
、
補
修
の

　
完
全
実
施

②
市
外
と
の
運
絡
道
路
二
路
線
の
確

　
保
③
バ
ス
諭
送
依
制
の
確
蕉

④
市
外
地
（
十
日
町
、
小
千
谷
）
の

　
除
雪
の
促
莚
、
変
通
規
制
に
よ
る
仙

　
円
唱
な
る
交
通
確
撮
．

，
⑤
上
越
線
急
行
列
車
の
小
千
谷
駅
停

　
車
（
臨
時
）
の
実
現

　
力
の
強
化

盈
山
線
＋
日
町
～
長
舅
建

2
、
次
の
降
雪
期
ま
で
に
対
策
す
べ

き
事
項

①
国
道
二
五
三
号
線
六
日
町
、
十
日

　
町
間
の
改
良
工
事
の
爺
内
完
成
、

　
危
険
箇
所
の
ス
ノ
ー
ヤ
、
ッ
ト
完
成

　
に
よ
る
．
次
の
冬
の
二
車
線
確
保

②
国
道
一
一
七
号
線
小
千
谷
、
岩
沢

間
の
忠
の
冬
に
．
二
串
綴
確
保
で
き

　
る
改
良
工
事
の
実
施

③
県
道
小
千
谷
、
午
手
、
十
日
町
線

　
男
峠
区
間
の
年
内
舗
装
の
充
成

　
展
野
以
外
の
地
域
に
あ
て
る
郵
便

　
物
は
、
な
る
べ
ぐ
皐
目
に
お
出
し

く
だ
さ
い
．

　
小
包
は
十
五
時
ま
で
、
書
留
通
常

　
は
十
六
時
、
普
通
速
達
は
十
七
時

　
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
十
日
町

　
局
～
新
潟
川
口
局
問
の
ト
ラ
母
．
ク

　
便
で
運
送
さ
れ
ま
す
。

3
、
学
園
紛
舶
の
関
係
か
ら
、
郵
送

　
に
よ
る
願
書
の
受
付
が
、
例
年
よ

　
り
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
．
入
学

　
願
蕾
は
、
必
す
書
留
速
達
で
お
出

し
く
だ
さ
い
。

4
、
市
内
に
同
一
字
名
が
た
く
さ
ん

　
あ
り
ま
す
か
ら
郵
便
番
号
を
忘
れ

　
す
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

5
、
ソ
連
邦
郵
政
庁
の
伸
介
に
よ
り

　
北
朝
鮮
あ
て
小
包
が
差
し
出
せ
る

　
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
は
窓
口
係
か
郵
優
課
へ
翁
間

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

特
別
弔
慰
金
三
万
円
の

　
　
　
　
　
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す

十
日
町
市
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
簡
易
保
険
よ
り
還
元
融
資

郵
敵
省
で
は
大
蔵
省
、
自
治
省
、
｝
　
簡
易
保
険
の
資
金
は
、
地
万
公
共

文
部
省
を
は
じ
め
国
鉄
電
々
公
祉
、

住
宅
公
団
等
融
資
先
十
三
の
各
公
団

公
庫
お
よ
び
県
、
市
町
村
の
協
賛
を

得
て
「
牛
活
設
計
簡
易
保
険
新
加
入

還
動
」
を
一
月
十
日
か
ら
三
月
末
日

ま
で
、
全
国
い
っ
せ
い
に
展
開
す
る

二
と
に
な
り
ま
し
た
。

婚
し
た
り
、
成
人
し
た
り
ま
た
は
死

亡
な
ど
し
て
、
昭
和
四
十
年
四
月
一

日
に
は
、
遺
族
年
金
や
公
務
扶
助
料

を
受
給
す
る
者
が
い
な
く
な
っ
た

戦
没
者
に
対
し
て
、
そ
の
あ
と
に
の

こ
っ
た
兄
弟
、
姉
妹
な
ど
に
特
別
弔

慰
金
三
万
円
の
國
債
が
支
給
さ
れ
ま

す、。

④
国
道
二
。
五
三
号
線
の
改
良
工
事
に

　
伴
い
、
迂
回
路
線
と
な
る
一
般
地

　
方
道
†
日
町
、
塩
沢
線
の
変
通
確

　
保
の
た
め
の
改
良
工
事
の
葵
施

　
市
民
会
議
の
役
員

▽
委
員
長
“
了
日
町
市
長
．
村
田
謙

吉
▽
副
委
員
畏
“
十
日
町
市
議
会
議

長
、
島
田
直
治
▽
同
u
十
日
町
商
工

会
議
所
会
頭
、
菅
村
．
新
蔵
▽
同
鮭
セ

日
町
市
農
業
協
同
組
合
長
、
樋
口
清

▽
同
H
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合

一，

麗
事
長
、
滝
沢
文
一
▽
同
口
十
日
町

ハ｝
青
年
会
議
所
琿
事
長
日
，
諸
里
正
典
。

㎜ハ
　
　
　
　
　
ぼ
ヤ
　
ぽ
　
　
ヨ
　

等
る
．
）

億
三
千
万
円

㈱
灘
　
饗

団
体
（
県
、
市
町
村
）
を
は
じ
め
各

公
杜
、
公
団
に
貸
出
さ
れ
、
教
鳶
、

一
産
業
の
振
興
、
農
漁
業
、
中
小
企
業

り

｝の育
成
、
災
害
復
旧
、
治
山
治
水
、

住
宅
の
建
設
、
生
活
環
境
の
整
備
な

…
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

…
十
日
町
市
に
は
、
現
在
三
手
万
円

　覧

而
求
手
続
き
は
、
而
役
所
で
行
な

い
ま
す
が
，
い
る
い
ろ
細
部
規
則
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
な
た
に
請
求
権

刹
が
あ
る
か
ど
う
か
申
し
出
て
く
だ

さ
い
改
正
に
な
り
ま
し
た
の
は
、
つ

ぎ
の
こ
と
が
ら
で
す
。

　
改
正
前
請
求
で
き
な
か
っ
た

①
載
没
後
、
遺
族
以
外
の
者
の
養
子

　
と
な
っ
た
兄
弟
姉
妹
な
ど

②
戦
没
後
、
遺
族
以
外
と
婚
姻
し
姓

　
を
改
め
た
兄
弟
姉
妹
な
ど

③
戦
没
者
の
入
隊
当
時
、
生
計
関
係

　
の
な
か
っ
た
兄
弟
姉
妹
な
ど

　
こ
れ
ら
の
者
は
、
昭
和
四
十
四
年

十
月
一
日
か
ら
請
求
で
き
る
こ
と
に

改
正
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
改
正
前
の
規
則
に
よ
っ

て
、
す
で
に
支
給
を
受
け
た
．
遺
族
の

あ
る
戦
没
者
の
兄
弟
姉
妹
な
ど
は
の

ぞ
き
ま
す
。

時
効
　
昭
和
四
十
七
年
九
月
三
十
日

蒔
効
完
成
．

引
揚
者
特
別
交
付
金
の
請

求
は
三
月
末
日
ま
で
に
〃

　
引
揚
者
に
対
し
、
昭
和
四
牙
二
年

八
月
か
ら
、
特
別
交
付
金
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
。
請
求
手
続
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
市
役
所
へ
お
い
で
に

な
っ
て
支
給
講
求
手
続
を
行
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

◎
該
当
す
る
も
の

ー
、
本
邦
以
外
の
地
域
（
外
地
）
に

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
（
終
戦

　
日
）
ま
で
引
き
続
き
、
一
葎
以
上

　
生
活
の
本
拠
を
百
し
て
い
た
者
で

　
終
戦
に
伴
っ
て
発
生
し
た
事
態
に

　
基
づ
く
外
国
官
憲
の
命
令
、
生

　
活
手
段
の
喪
失
等
の
や
む
を
得
な

　
い
理
由
に
よ
り
、
同
日
以
畿
本
邦

　
に
引
き
揚
げ
た
も
の
。

2
、
外
地
に
、
昭
和
ニ
ャ
年
八
月
九

　
日
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
生
活

　
の
本
拠
を
肖
し
て
い
た
者
で
、
）
、
r

　
ヴ
可
旗
｝
社
会
．
王
義
共
和
国
連
邦

　
の
参
戦
に
伴
（
、
て
発
生
し
t
事
態

　
に
よ
り
、
同
日
以
後
終
戦
日
前
に

融
資
さ
れ
て
都
市
計
圃
察
業
、
、
道
路

住
亀
の
建
設
、
小
中
学
校
施
設
、
水

道
、
災
害
霞
旧
等
に
使
わ
れ
、
住
み

よ
い
酊
づ
く
り
に
大
き
な
働
き
を
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
国
の
資
金
割
画
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
果
す
簡
易
保
険
の
増
加

が
強
く
要
請
さ
れ
、
前
記
生
治
設
計

新
加
入
運
動
を
実
施
中
で
す
の
で
市

昆
の
皆
さ
ま
の
、
い
っ
そ
う
の
協
力

を
期
待
し
て
い
ま
す
．

　
本
邦
に
引
揚
げ
た
も
の
。

3
、
外
地
に
終
戦
日
ま
で
引
き
続
き

　
一
母
似
上
生
活
の
本
拠
を
有
し
て

　
い
た
者
で
、
広
邦
に
滞
在
中
、
終

　
戦
に
よ
っ
て
生
活
の
本
拠
を
有
し

　
て
い
た
、
U
外
地
へ
も
ど
る
こ
と
が

　
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
。

4
、
日
本
の
も
～
．
委
任
統
治
領
で
あ

　
っ
た
南
洋
群
島
に
、
昭
和
十
八
年

　
十
月
一
臼
ま
で
引
き
続
き
、
一
年

　
以
上
住
活
の
本
拠
を
有
し
た
者
で

　
戦
争
に
関
運
す
る
緊
追
し
た
事
態

　
に
基
づ
く
、
日
本
国
政
府
の
要
請

　
に
よ
り
、
同
日
以
後
終
戦
日
前
に

　
本
邦
に
引
き
揚
げ
た
も
の
．

5
、
満
洲
建
設
勤
労
奉
仕
隊
（
報
国

　
農
場
隊
及
び
米
穀
増
産
班
）
員
と

　
し
て
開
拓
事
業
に
従
事
し
て
い
た

　
在
外
年
数
、
一
年
未
満
で
渡
満
が

　
引
続
き
満
洲
開
拓
血
に
永
住
す
る

　
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
も
の
。

6
、
昭
租
三
十
二
年
の
引
揚
者
給
付

　
金
支
給
法
に
よ
る
遺
族
給
付
金
を

　
請
求
し
て
い
な
い
方
で
も
（
遺
族

　
年
金
、
公
務
扶
助
料
を
受
給
し
て

　
い
た
．
為
請
求
出
来
な
か
っ
た
が
）

　
開
拓
団
等
に
外
地
へ
行
つ
て
、
戦

　
争
に
参
加
し
た
た
め
、
戦
死
ま
た

　
は
病
死
さ
れ
た
遺
族
も
、
そ
の
戦

　
死
が
終
戦
以
後
で
あ
れ
ぱ
該
当
し

　
ま
す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
四
十
五
矩
三
月
三
十
一
日
で

　
時
効
と
な
り
ま
す
か
ら
、
至
急
請

　
求
手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い

箇めぐ　
新
座
部
落
の
東
万
、
標
高
三
百

膀
の
丘
陵
上
に
通
称
9
大
城
（
お

お
じ
ょ
う
）
σ
と
よ
ぱ
れ
る
場
所
喚

が
あ
る
。
こ
N
に
新
座
城
の
跡
を

し
の
ぱ
せ
る
土
塁
や
壕
（
ほ
り
）

な
ど
の
昔
の
葡
も
か
げ
を
残
し
て

い
る
。

　
山
頂
か
ら
西
に
な
だ
ら
か
に
傾

斜
し
て
い
る
昆
根
が
二
つ
に
分
か

れ
て
新
座
部
落
の
裏
山
に
つ
獄
い

て
い
る
。

　
そ
の
中
央
の
畢
坦
部
が
城
跡
で

妻
膏
郷
を
一
ぽ
う
に
お
さ
め
る
す

ぱ
ら
し
い
な
が
め
を
も
つ
と
と
も

に
、
南
北
両
側
は
深
く
け
わ
し
い

沢
に
は
ば
ま
れ
堅
固
な
要
塞
…
城
と

な
っ
て
い
る
。

　
東
方
の
尾
根
は
、
山
頂
近
く
で

深
さ
五
～
六
肪
、
底
巾
十
二
肋
の

大
き
な
弧
状
の
空
場
と
、
上
巾
、

高
さ
と
も
に
一
層
の
土
塁
を
も
っ

て
後
方
か
ら
の
攻
繋
に
備
え
て
い

る
。
　
最
高
部
の
主
郭
に
つ
草
い
て
閑

北
約
三
十
五
麟
、
巾
．
五
～
七
材
、

切
岸
の
商
さ
一
崩
の
郭
（
く
る

わ
）
が
五
段
に
つ
ら
な
っ
て
城
の

中
心
部
を
形
づ
く
っ
て
い
る
．

　
そ
の
前
面
に
は
大
手
の
備
え
と

し
て
上
巾
一
齎
．
高
さ
○
・
五
燦

の
土
塁
と
、
そ
の
外
側
に
深
さ
二

　
麟
、
底
巾
二
膀
の
空
壕
が
め
ぐ

　
る
な
ど
、
規
模
の
大
き
さ
や
施

　
工
技
術
か
ら
み
て
も
大
井
田
城

　
の
左
翼
を
守
る
重
要
な
拠
点
で

　
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る

　
　
こ
の
城
の
城
主
は
、
中
魚
沼

講
郡
誌
に
よ
る
と
大
井
田
家
の
直

　
系
の
大
井
田
式
部
大
輔
氏
経
だ

　
と
い
わ
れ
、
会
津
風
士
記
に
よ

　
れ
ば
、
大
井
田
式
部
大
輔
義
政

　
の
居
城
だ
と
伝
え
て
い
る
。
い

　
づ
れ
に
し
て
も
、
今
か
ら
六
百

　
四
十
年
ば
か
り
前
の
南
北
朝
時

　
代
に
南
朝
の
柱
石
と
な
2
て
活

躍
し
た
新
田
氏
の
一
族
で
あ
る
大

井
田
家
の
人
々
が
た
て
こ
も
っ
て

南
朝
に
つ
く
し
た
．
大
井
田
十
八

城
θ
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
聞

違
い
な
い
。
新
座
城
と

て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
．

　
南
北
朝
時
代
に
妻
有
郷
を
支
配

し
て
、
半
世
紀
に
わ
た
り
南
朝
の

孤
塁
を
守
り
つ
攣
け
大
井
田
氏
の

薪座：城

主
城
は
中
条
の
大
井
田
城
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
．

　
天
守
閣
や
石
垣
を
も
た
な
い
中

世
の
城
郭
は
、
主
城
と
そ
れ
を
と

り
ま
く
多
く
の
支
城
が
連
携
し
な

が
ら
敵
の
攻
撃
を
防
ぐ
”
散
点
式

大
井
田
十
入
城
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
条

　
背
後
の
大
き
な
空
壕
の
構
造
な
　
連
城
θ
形
一
式
の
も
の
が
多
か
っ

ど
を
み
る
と
、
南
北
朝
時
代
か
ら
　
た
。

さ
ら
に
室
町
時
代
の
中
期
に
至
る
　
　
大
井
田
氏
の
防
備
係
は
大
井
田

ま
で
比
較
的
長
い
期
間
に
わ
た
，
　
城
ひ
と
つ
で
な
く
”
大
井
田
十
八

城
”
と
よ
ば
れ
る
城
砦
群
が
主
役

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
卿
大
井
田
十
八
城
紹
と
い
う
呼

縄
び
名
は
、
楠
正
成
の
河
内
谷
に
お

け
る
”
楠
十
八
城
σ
に
あ
や
か
っ

た
も
の
で
、
必
す
し
も
十
八
と
い

う
数
字
に
こ
だ
わ
る
ぺ
き
で
は
な

い
．

　
　
大
井
田
城
を
は
じ
め
と
す
る
新

　
座
城
、
峰
の
薬
師
城
、
魚
田
川
城

　
廿
日
城
な
ど
の
城
と
、
狐
砦
、
陣

　
が
ト
ド
砦
、
大
峰
砦
、
花
水
砦
、

　
原
山
砦
、
柴
倉
砦
、
城
之
越
砦
、

城
ノ
卑
砦
、
笠
置
砦
な
ど
の
砦

　
の
ほ
か
、
尾
崎
舘
、
坪
野
舘
、
高

　
橋
舘
な
ど
の
居
舘
群
を
ふ
く
め
て

　
θ
大
井
田
十
八
城
σ
と
よ
ん
で
い

　
る
．
　
　
戸
写
真
は
新
座
城
跡
）

　
　
（
市
商
工
課
長

　
　
　
　
　
　
　
佐
野
良
吉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
…
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確
定
申
告
は

　
　
　
　
　
市
民
税
相
談
は
来
月
十

市
、
県
民
税
や
所
得
税
の
確
定
串
告

は
、
す
で
に
去
る
十
六
日
か
ら
受
け

付
け
が
始
ま
り
、
三
月
＋
六
日

が
申
告
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
．
三

月
に
入
り
ま
す
と
、
窓
口
が
混
雑
し

ま
す
か
ら
、
お
阜
め
に
申
告
を
す
ま

せ
ま
し
ょ
う
．

　
市
、
県
民
税
の
申
告
を

　
す
る
人

O
昭
和
四
十
四
年
中
に
営
業
や
農
業

所
得
の
あ
る
人

◎
給
与
所
得
の
ほ
か
に
農
業
、
商
業

　
家
賃
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人

◎
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
受
け
な
か

　
っ
た
人
な
ど
で
所
得
税
の
確

定
申
告
を
し
な
い
人
た
ち

で
す
．

　
な
お
市
民
税
の
相
談
は
十
一
日
か

ら
十
四
日
ま
で
市
役
所
市
民
相
談
室

で
行
な
っ
て
い
ま
す
．

　
所
得
税
の
確
定
串
告

　
申
告
所
得
は
、
納
税
者
ご
自
身
で

所
得
や
税
額
な
ど
を
計
算
し
て
、
申

告
期
限
の
二
月
十
六
日
か
ら
、
三
月

十
六
日
ま
で
に
由
告
し
、
そ
の
税
額

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
亭
業
所
得
が
有
る
青
色
田
告

で
な
い
方
（
白
色
串
告
看
）
に
つ
い

お
早
め

て
は
、
相
談
日
を
設
け
、
来
署
依
頼

に
よ
り
申
告
相
談
を
行
な
い
ま
す
か

ら
、
案
内
日
時
に
お
い
で
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
．
そ
れ
以
外
の

所
得
が
有
る
万
々
に
つ
き
ま
し
て
は

昨
年
と
同
様
来
署
依
頼
に
よ
る
納
税

相
談
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
の
で

「
確
定
申
告
の
手
引
」
「
由
告
曾
の

書
き
か
た
」
等
を
参
考
と
し
て
ご
協

力
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

◎
所
得
税
の
確
定
串
告
書
を
掲
出
し

　
た
方
は
個
人
事
業
税
、
個
人
住
民

　
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
．

　
事
業
税
の
申
告

◎
個
人
事
業
税
の
申
告
雷
を
提
出
す

　
る
必
要
の
あ
る
方
は
、
三
月
十
六
．

　
日
ま
で
に
申
告
さ
れ
な
い
場
合
、

　
各
種
の
控
除
（
事
業
用
資
産
の
譲

　
渡
、
損
失
の
控
除
な
ど
）
が
認
め

　
　
　
　
　
に

一
日
か
ら

　
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら

　
是
非
期
限
内
に
正
し
い
申
告
書
を

　
財
務
事
務
所
へ
提
出
さ
れ
る
よ
う

　
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
．

◎
次
の
日
程
で
申
告
絹
談
を
行
な
い

　
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

日
時
三
月
九
日
（
日
）
か
ら
三
月
十

六
日
（
日
）
ま
で
恒
し
土
曜
日
は
午

前
中
　
贈
与
税
の
申
告
も

　
昭
和
四
十
四
年
中
に
親
族
そ
の
他

の
個
人
か
ら
家
や
土
地
な
ど
の
不
助

産
や
株
式
、
現
金
と
い
っ
た
動
産
、

そ
の
他
の
財
産
で
四
十
万
円
を
超
え

る
価
格
の
財
産
を
も
ら
っ
た
人
や
、

同
じ
人
か
ら
、
三
年
聞
に
一
年
に
つ

き
二
十
万
円
を
超
え
る
財
産
を
二
年

以
上
も
ら
っ
た
人
は
、
三
月
十
六
日

ま
で
に
申
告
と
納
税
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

越
後
交
通
が
二
年
連
続
特
選

　
　
　
　
第
二
十
一
回
雪
ま
つ
り
終
わ
る

恒
例
の
十
日
町
雷
ま
つ
り
は
、
去

る
＋
四
、
十
五
日
の
二
日
聞
賑
や
か

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
は
第

二
十
一
回
目
で
、
飯
山
線
高
場
山
卜

ン
ネ
ル
災
害
に
伴
う
幾
多
の
変
通
障

害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
み
な

さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
磯
関
の
ご
協

力
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
な

い
盛
況
と
な
り
、
事
故
も
な
く
無
事

終
わ
り
ま
し
た
。
カ
ー
ニ
パ
ル
会
場

も
こ
と
し
は
じ
め
て
の
、
城
ヵ
丘
市

営
球
場
と
い
う
こ
と
で
、
関
係
者
も

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
約
三
万
人

の
人
出
で
賑
わ
い
、
き
も
の
シ
4
．
1

を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
豪
華
な
行

事
に
外
来
者
は
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
方
雪
の
芸
術
展
も
、
一
般
の
部

が
昨
年
よ
り
多
く
、
し
か
も
は
じ
め

て
経
験
し
t
と
い
う
グ
ル
ー
ブ
が
半

数
を
占
め
、
小
、
中
学
生
も
い
つ
し

ょ
う
け
ん
め
い
に
つ
く
り
、
一
段
と

盛
り
あ
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
な
お

雪
の
芸
術
は
厳
選
の
結
果
、
特
選
に

越
後
交
通
の
「
加
藤
清
正
の
虎
退

治
｝
が
決
ま
り
、
二
年
連
続
の
栄
誉

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
入
賞
は
つ
ぎ
の
と
⑯
り
で
す
．

【
写
翼
は
特
選
に
な
っ
た
加
藤
清
正

　
の
虎
退
沿
】

今だ！市民総ぐるみで交通事故をなくしよう。

瓢む前にま灘至交通安全蟹獄

鰯
藩

市内交通事故発生状況

“現（ヨ1よあカ2身1ニノ

離
．
。
い

災
済
者

通
共
入

交
冒
加

45．1，　現在

《
》
　
　
　
フ
θ

死者O
頂傷者2

　
〔
第
二
十
一
回
鋸
の
芸
術
展
審
査

　
　
結
果
〕

▽
努
力
賞
U
「
峻
険
に
挑
む
」
十
日

町
駅
▽
奨
励
賞
1
1
「
チ
ビ
ッ
コ
天

国
」
下
町
若
衆
連
中
▽
奉
仕
賞
u

「
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
」
＋
日
町
電
報

電
話
局
▽
銀
賞
“
「
ア
ッ
…
エ
ン
マ

様
が
見
て
い
る
」
十
日
町
専
門
店
会

▽
銀
賞
麟
「
ア
ッ
と
お
ど
ろ
く
高
場

山
」
高
田
町
二
丁
目
胃
年
部
会
▽
セ

ン
ス
賞
“
「
古
代
ロ
ー
マ
の
泉
」
“

本
町
西
一
丁
目
懇
四
会
▽
銀
賞
踊

「
刃
傷
松
の
廊
下
」
高
田
町
一
丁
目

▽
技
能
賞
“
「
闘
牛
」
北
越
銀
行
青

年
部
▽
敢
斗
賞
“
「
姿
三
四
郎
」
十

農
政
」
十
日
町
市
農
協
▽
優
雅
賞
討

　
ハ　

臼
曜
、
祝
祭
目
に
は
約
六
十
乃
人

の
観
客
が
予
想
さ
れ
、
会
場
内
は
相

当
混
雑
す
る
う
え
、
会
場
周
辺
で
は

大
規
模
な
遭
路
交
通
の
マ
ヒ
や
、
駐

車
場
の
不
足
が
考
え
ら
れ
ま
す
．

　
そ
こ
で
万
国
博
を
よ
り
快
適
に
楽
、

し
く
ご
見
学
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

①
な
る
べ
く
平
日
に
ご
観
覧
く
だ
さ

　
い
。
ナ
』
ナ
ル
デ
ー
や
、
ス
ペ

　
シ
ャ
ル
デ
ー
の
催
し
は
、
平
眉
に

　
あ
り
ま
す
．

の
マ
イ
カ
コ
は
な
る
べ
く
お
さ
け
く

　
だ
さ
い
の

の
　
の
　
は
さ
き
し
　
へ
し
て
お
い

日
町
柔
道
会
▽
時
局
賞
“
「
ボ
茎

　　　縮　　　鵬蕊　　一己　認　路騎“罵呂闘麗＝　　　　　　　　　　　　鑛　　　　　　　　　　富”　　　　　　　　　　弓　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　量　　　　　　　　　i　　　　　　　　　‘　　　　　　　　；置　　　　一　　　罷　　　鑛　　罷　　己置　鑓　箭罷
‘

鞠
講
選

く
さ
ん
で
す
」
山
へ
の
集
い
あ
す
な
蹴
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